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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 まず本研究の目的ならびにこれまでに報告されているゲルに関する研究の背景、ゲル
形成のメカニズム、ゲル化剤の分子設計について述べている。第２章でアミド基やウレ
ア基、グルタミン酸アミド部位を有するβ-ジケトン型配位子を用いたユーロピウム錯
体の合成とゲル化能の評価を行っている。ついで、第３章では、外部刺激応答型ゲル化
剤の合成について、グルタミン酸アミド部位にフェロセンを導入した酸化還元型ゲル化
剤の合成を行い、酸化還元応答性を評価している。 すなわち、調製したゲルに酸化剤
として NaClOを添加するとゲルが崩壊し、この状態に還元剤として Glutathioneを添
加するとゲルの再形成が確認されている。第４章では、グルタミン酸骨格を基盤とした
クマリン部位を有するゲル化剤の合成について述べている。 置換位置の異なるクマリ
ンカルボン酸誘導体の合成を行い、Glu-coumarin-3-carboxamide 誘導体と、
Glu-coumarin-4-acetamide 誘導体のゲル化能の検討を行ない、水素結合挙動について
興味ある結果が得られている。最後に、グルタミン酸部位にトリアゾール骨格を導入し
た金属イオンの検出を目的としたゲル化剤の合成と特性評価について述べている。結論
として、本研究では種々の機能性を有する新規有機ゲル化剤を創製することに成功して
いる。特に外部刺激対応型ゲル化剤は、今後の実用化が期待される。 
以上により、論文審査及び最後試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
